
 

 

 

 

 

重点目標：基礎基本・活用の充実 

１．授業改善の取組 

（１）授業改善のテーマ 「考える力を育てる学習指導方法の工夫～ICT を効果的に活用した授業のあり方～」 

（２）授業改善の重点   

         〈重点１〉考えを持ち共有する場の工夫 

         〈重点２〉ＩＣＴ活用授業の実践 

（３）重点の取り組み内容 

      〈重点１〉毎日の授業で自分の考えを持たせ、ペア・グループ等の話し合い活動を行う場を設

定する。 

      〈重点２〉単元計画の中に１回以上は ICT 活用の場を位置づける。 

   ※授業記録（セルフチェックシート）や互見授業シートを活用し、教職員間で共有する 

（学期２回以上） 

２．その他の学習指導の取組 

 ○トレーニングタイムを設定し、基礎・基本の定着及び活用力をつける。 

   ・火曜日と金曜日の８：２０～８：３５に実施する。 

国語・・１学期は前年度の漢字中心 

算数・・１学期は前年度の弱点中心 

   ・集会や地域の読み聞かせのない水曜日８：２０～８：３５にも実施する 

   ・雨天で一校一実践が実施できない木曜日８：２０～８：３５にも実施する 

   ・高学年は活用問題も取り入れる 

   ・２人で指導・評価し教育課程にも位置づける。 

 

３．学習状況改善の取組 

○読書習慣をつけることで情緒の安定を図り、集中力をつける。 

   ・図書館の貸し出し冊数目標と実際の冊数を毎月全員掲示し、目標と意欲を持たせる。目標は学期ごとに

変更する。 

   ・目標冊数達成者もしくは、前年度の自己貸し出し冊数を上回った児童が７０％以上を目指す。 

 

４．家庭・地域との連携 

○月１回、保護者が「家庭学習・親子読書記録カード」で学習点検することで、家庭学習・読書習慣をつける。 

○読み聞かせボランティアによる「わくわくお話会（毎週水曜日８：３０～８：４５）」の取組を推進する。 

○大田地区ふるさと作り協議会「青少年健全育成部」及び大田地区公民館がコーディネーターとなり、総合的な

学習の時間を中心に、「地域の先生」を招き、学校・保護者とともに子どもの心育てを行う。 

 

杵築市立大田小学校 
学力向上プランの概要 

【別紙様式（参考）】 



 

 

（１）ＩＣＴ機器を積極的に活用したわかる授業づくり（別添資料） 

・タブレットの活用（児童一人１台配置） 

・電子黒板活用の日常化（各教室１台設置） 

・授業改善の記録による振り返り 

 

 （２）多様な補充学習による個に応じた指導の充実 

          ・トレーニングタイム（毎週火・木の８：３０～８：４５） 

         ・放課後いきいきクラブでの補充学習（毎月１回、木曜日の１６：００～１７：００） 

     ・公民館学校での補充学習（７月下旬の１週間）      

 

  （３）読書の取組 

          ・読書貯金の取組 

・「家庭学習・親子読書記録カード」の取組（月１回、親子読書を行う） 

 

  （４）家庭学習の習慣化 

          ・家庭学習の手引きの配布 

      ・「家庭学習・親子読書記録カード」の取組（月１回、保護者がノートと学習時間のチェックを行う） 

効果のある取組事例 



   
 

タブレットでも紙のワーク

シートでもできる。自分で選

んでしている。分かったこと

は、紙のワークシートに書き

込んでいる。机の上を左右に

分けて使い分けている。 

発表 

電子黒板でみんなの考えを共有 

書き込み終わったワークシートを撮影

して授業支援ソフトを使って提出して

いる。 

ペアで考えを交流 

自分で考える（試行錯誤） 

板書 



（ １ ）年 授業改善の記録 
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教科 算 数 
題目 かたちづくり 

ICT 活用 タブレットパソコン（スマイルクラス・学習探検ナビ）・電子黒板 

板書 

 

 
 

 
成 
 
果 
 
と 
 
課 
 
題 
○ 
△ 

【重点１】 
「考えを

持ち、共有

する場に

ついて 

○子どもたちの考えをノートに書かせて、書いた順に電子黒板に写し出し発表させる

ことにより、何を書いていいのか迷っている子どもが参考にすることができたり、

同じ考えを共有することができた。 
○意見や考えをペアやグループで話し合う活動は、子どもたちの思考を広げたり深め

ることができた。 
○ネームプレートを使うことによって、子どもたちの考えを比べたり共有しやすかっ

た。また発表が苦手な子どもも全員のネームプレートを貼っていくことにより頑張

って発表する姿があった。 
【重点２】 
「 ICT 機

器の活用」

について 

○タブレットＰＣに子どもたちの考えや意見を集約し見せることにより、友だちと自

分の考えを比べることができた。 
○ICT 機器の書画カメラは、国語科では本文や挿絵を映し出したり、算数科では課題

提示することにより子どもたちの思考に役に立ち課題を引き受けやすくなった。ま

た教材準備の短縮になりとても役に立った。 
△年度当初は、教師が ICT 機器の使い方を習得する時間が少なかったのでなかなか

使うことができなかった。 
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保健指導 

睡眠についてのデータをタブレットで見せている。

小さな画面でも子どもの見やすいところまで持っ

ていけるのでよく分かる。 

＜様々な場面でのＩＣＴ活用の様子＞ 

                                

 体育 

チームに分かれて、

自分たちの競技の様

子をＶＴＲで確認し

作戦を立てている。

良かったところや改

善点がよく分かる。

演奏の様子を録画して、歌声や歌い方

を確認して練習する。 

教育文化祭の練習（音楽） 

音楽アプリを使うと、楽譜を見なが

ら演奏を確認できる。 

音符と実際のリズムがよく分かる。 

スマイルクラス「発表

名人」で作った番組を

お客様に見せている。 

画像・音声・ＢＧＭな

どを工夫できる。 

米作りの「感謝の会」 

盆踊りの練習 

地域の方の踊りをＶＴＲに納め、

その後の練習に役立てる。 
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大田小学校 コンピュータ技能指導の系統表                                               
 

 学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

 

 

 

 

 

 

情 

 

報 

 

の 

 

科 

 

学 

 

的 

 

な 

 

理 

 

解 

 

 

リ

テ

ラ

シ

｜ 

入出力

関係 

マウス操作 マウスに慣れる。（ｸﾘｯｸ・ﾄﾞﾗｯｸﾞ） 右クリックメニューを利用することができる。 
日本語入力 ソフトキーボードを使い、かなや漢字を入力する。 キーボードを使いローマ字で入

力する。 
練習ソフトでタイピング練習することにより、素早い入力ができる。 

印刷 先生の指示で印刷できる。 必要に応じて先生に許可をもらいプリンターを利用できる。 
デジタルカメラ 自分の力で写真を撮る。 写真を撮り、「データフォルダ」

に保存された写真を利用するこ

とができる。 

撮った写真をサーバーに保存し、利用することができる。 

データの保存・呼び出し サーバーの自分のフォルダに数

字のファイル名で保存する。 
「データフォルダ」に用意されたデータを利用する。 
サーバーの自分のフォルダに日本語のファイル名で保存する。 
 

必要に応じてUSBメモリにデータを保存する。 

 

 

 

情 

 

報 

 

活 

 

用 

 

の 

 

実 

 

践 

 

力 

収集選

択 

データベース 学習探検ナビを利用して教育コンテンツを利用できる。 学習探検ナビ・ネット上の様々な教育コンテンツを自主的に利用する。 
インターネット ブラウザを使ってホームページをみることができる。 

 
検索エンジンのカテゴリー検索

利用し、学習に必要なページを

探す。 

検索エンジンのキーワード検索を利用し、課題解決に必要なデータを選び出し、利用する。 

加工創

造表現

編集 

 

グラフィック スマイルペイントを使い楽し

くお絵かきできる。 
ジャストスマイルの地図機能を活用し、できた地図をワープロ等で活用する。 簡単な写真編集をする。（トリミング・回転等） 

音楽ソフト 楽しい音楽（音で遊ぼう） 楽しい音楽（音符で遊ぼう） 音楽を作ろう（入門編） 
ワープロ  ジャストスマイルのワープロ機

能を使いで簡単な文書を入力す

る。 

ジャストスマイルのワープロ機能を使い、他のソフトのデータを

コピー・貼り付けし、写真や絵文字を組み合わせた文章を作成す

る。 

ジャストスマイルのワープロ機能を使い表現豊かな文章を作成

し、推敲する。 

プレゼンテーション  写真を利用して、簡単なプレゼンテーションを楽しむ。 はっぴょう名人を利用して、伝えたい相手を意識し、内容がわかりやすく構成されたプレゼンテーシ

ョンを行う。 
作文  ジャストスマイルの作文機能を使い、作文を書くことができる。 メモの移動や推敲機能・録音機能を使い、分かりやすい文章を書くことができる。 
表計算  ジャストスマイルの表グラフ機能を使い、簡単な絵グラフを作成できる。 表グラフにデータを入力し、計

算する。 
表グラフでグラフを作成し、ワ

ープロで利用する。 
データベース   様々なソフトウェアを使い、調べたことを学校のデータベースとして保存する。調べたことをデータベースとして保存する。 

発信 テレビ会議 テレビ会議システムを利用し、他校や一般の方々と交流学習を行う。 
Eメール・掲示板 つたわるネットを利用し、校内の友だちにメールを送ることができる。 つたわるネットを利用し校外の友達や地域・一般の方に電子メー

ルを送り交流する。 
ホームページ ワープロやグラフィックソフトを使い、ホームページに公開できる作品をつくる。 デジタルもぞうしを利用し、協働でホームページを作成することができる。 

態

度 

  友達と仲良くコンピュータを利

用する。 
友達の作品の良さをみとめあ

う。 
友達と使い方を教えあうことが

できる。 
著作権の意味を知る。 個人情報の大切さに気づき、プライバシーを尊重すると同時に、

ネットワーク上のエチケットを守る。 
その他 学習探検ナビ 学習探検ナビを授業での中で利用し、理解を深める。 学習探検ナビを使って苦手な単元の学習をする。 
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校内研究のまとめ 成果と課題 

 
 
 
 

１．「かんがえを持ち、共有する場」について 

 
○「考えを持つ場」の工夫について 
・デジタル教材を使った操作活動は、試行錯誤を行いやすく、一人で考える際に有効である。図形

を切ったり動かしたり、考えを書いたり消したりしてまとめていくことが、タブレット上では容

易にでき、やり直す手間も少ないので、実際の操作が苦手な子にとっても取り組みやすく、考え

を持つ場において有効であった。 
 

○「考えを共有する場」の工夫について 
    ・ペアやグループで交流することにより、課題を引き受けにくい子どもも自分の考えを確かなもの 

にしていくことができた。ペア・グループでの交流の際には、子どもたちに何のための話し合い 
なのかを明確に示しておかなければならない。「話し合いのめあて」として、発達段階を考慮し

て分かりやすくまとめたものを授業の中で活用している。 
・子どもが同じ立場に立って考えを交流するためには、教師がわかりやすい「課題」や「めあ

て」 

の提示の方法を工夫することが必要である。考えを持たせる際に、思いついた考えを吟味する視

点があると良い。「はかせどんぶり」（速く・簡単・正確・どんな時でも）など。  

 
・電子黒板では、自分の考えと他の人の考えを比べたり、みんなの考えを分類する等、考えを共有

するためには有効である。また、発表の際に操作したり書き込んだりすることもでき、子どもが

自分の考えをより分かりやすく説明できるようになった。 
 

 ２．ＩＣＴ機器の活用について 

・タブレットの活用についてはスキル指導の時間が必要である。操作に慣れれば、有効に活用でき

る。教育課程に位置づけている「コンピューター技能指導の系統表」をもとに学年に応じた技能

を身につけさせていくことが大切である。そのためには、教師の技能向上のためのＩＣＴ研修が

必須である。 
     ・「ＩＣＴ活用記録」を取り、どんな教科・領域のどのような学習（活動）場面でどのＩＣＴ機器 

を活用したかを記録し共有している。実践で得た有効な活用方法を次年度に生かすためには、誰

が見ても分かるように整理する必要がある。子どもたちの発達段階や実態に応じた機器の種類や

「考えを持ち、共有する場」を位置づけ、試行錯誤や交流のためにＩＣＴ機器を活用す
るなどの指導法の工夫をしたことで、子どもたちは自分の考えを持ち、お互いに伝え
合ったり話し合ったりすることができてきた。 
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活用方法があるはずなので、活用の記録を残しながらいろいろな学習に生かせるように整理の仕

方を考えていきたい。 
・授業のねらいを達成するためにはどのような機器やアプリが良いかを十分吟味して取り入れな

ければならない。ＩＣＴ機器を使うことが目的でなく、付けたい力を明確にした上で、何をどう

使うことが授業の中で求められるのかを見極める必要がある。また不具合が生じた場合教師だけ

では解決できない部分があるので、ＩＣＴ支援員の活用等、対策を考えておく必要がある。 
 ・指導主事の先生方からご指導をいただいたり、ＩＣＴ支援員の方々による実技講習を重ねたりし 

て、教師側の技術の向上を図ることができた。授業のねらいに応じた活用方法については、今後 

もご指導・支援をいただきながら、系統立てて指導ができるように努力していかなければならな 

い。 

 ・日々進化しているＩＣＴ機器に対応できるように、環境整備に務めていかなければならない。 

 

 

   

 


